
【教育学部】 

教育学部では、幅広い教養と教育に関する専門的な知識及び技能に基づき、未来を担う 児童生徒

の豊かな人間性、確かな学力、健やかな身体をはぐくみ、変化の激しい時代を 生き抜く力を身に

つけさせることができる教員の養成を目標としている。 

〔教育学科 小学校教育コース〕 

小学校教員としての専門性を身につけ、健やかな子どもを育てる力を養い、子ども一人ひとり

に対して適切な心配りができる教員 

〔教育学科 保健体育教育コース〕 

体育のそれぞれの運動について的確な指導ができるのはもちろんのこと、運動が苦手な子ども

もスポーツを楽しめるようアプローチできる教員 

〔教育学科 幼児教育コース〕 

実際の教育現場を体験する機会と運動に関する知識や技術を保育の指導理論と結びつけ、子ど

もたちに運動を教えられる教員 

〔教育学科 特別支援教育コース〕 

インクルーシブ教育の深い知識を備え、さまざまなニーズのある子ども一人ひとりに応じた適

切な教育ができる教員 

幼稚園 教諭 

1 年次 ・教育理念や教職の意義及び教員の役割、職務内容について理解を深めるとと

もに、教育の諸場面で必要になる情報処理の基礎知識を修得する。 

・保育内容総論を通して保育内容を総合的に捉える視点を修得する。

・幼稚園教育要領や保育所、保育指針のねらいと内容を中心に､保育の基本・

指導の在り方、各領域の捉え方を理解し、総合的に指導することの重要性に

ついて学ぶ。

・教員として必要な、子どもの心身の発達や学習過程についての基礎理論や道

徳教育の理解と指導方法について修得する。 

・領域（健康・環境）の基礎を理解し、指導実践を修得する。

・特別支援教育の基礎的理解や教育者としての心構え、常識・マナーを身につ

けるとともに現場の状況について理解する。 

・学校インターンシップの意義、目的、内容を理解し、実習に臨む構えを身に

つける。

■養成する教員像とそれを実現するための計画



2 年次 ・教育課程の授業を通して、意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメン

ト）について理解する。 

・領域（人間関係・音楽表現・言葉・造形表現）の基礎を理解し、指導実践を

修得する。 

・学校インターンシップ（実習）で現場を体験し、子どもとのコミュニケーシ

ョンの とり方や実際の現場を体験することで幼稚園における教育につい

て理解を深める。 

・領域（健康）の指導法の基礎を理解し、指導実践ができる。 

3 年次 ・5 領域の指導法の基礎や、教育の方法や技術（情報通信技術の活用を含む）

を理解し、指導実践ができる。 

・子どもへの指導及び保護者との教育相談について学び、子どもへの直接の教

育以外に教員に求められる知識技術を修得する。 

・専門演習Ⅰでは、事例収集や調査方法の基礎、文献検索等を学び、調査研究

の実際やプレゼンテーション・ディスカッションによる双方向性・相互啓発

性によるコミュニケーション力を修得する。 

・教育に関する社会的、制度的事項について学び、子どもへの直接の教育以外

に教員に求められる知識技術を修得する。 

・幼稚園における観察・参加・指導実習を通して、幼児への理解を深めるとと

もに、幼稚園教諭の職務について理解し、指導のための基礎的実践力を身に

つける。 

4 年次 ・専門演習Ⅱでは、自ら設定したテーマに応じて事例収集や調査方法の基礎、

文献検索等を学び、個人又はグループで選定したテーマについて研究を進

める。また、調査研究の実際やプレゼンテーション・ディスカッションによ

る双方向性・相互啓発性によるコミュニケーション力を修得する。 

・5 領域の教育・指導法をはじめ、必要な知識・技能を身につけたうえで、教

職実践演習において教育活動の意味や意義について分析し、教員に必要な

知識を習得する。 

・授業においては、互いの考えを伝え合い自らの考えや集団の考えを発展させ

る観点から議論を深め、双方向性・相互啓発性を修得することで学び続ける

力を身につける。 

 

  



小学校 教諭 

1 年次 教育理念や教職の意義及び教員の役割などを学び、教育に関する理解を深め

ると共に、教育の諸場面で必要となる言語活動や情緒処理の基礎知識を修得

する。また、教員として必要な児童の心身の発達や学習過程についての基礎理

論や道徳教育の理解と指導方法、さらには学校で行われることの多い陸上競

技、水泳、機械運動の実技等について修得する。 

2 年次 1 年次後期に続き 5 教科の基礎を学ぶと共に、生活科・音楽科・図画工作科の

概論を学び小学校全教科の基礎を修得する。また、概論で学んだ知識をベース

に各教科の教育法や教育課程の意義及び編成方法、さらには、学校行事や課外

活動の指導法等についても学ぶ。一方、「学校インターンシップ AⅠ・Ⅱ」で

は学校現場を実体験し、小学校における教育についての理解を深める。 

3 年次 全教科の教科教育法を修得する。また、教育の方法や技術を学び、介護等体験

や教育実習を体験する中で、実践的指導力を身に付ける。さらには、教育に関

する社会的、制度的な理解や生徒指導、教育相談といった教員として必要な知

識・技能を修得する。一方、「専門演習Ⅰ」においては、調査や研究の基礎を

学ぶと共に、各自の研究テーマについての検討を行う。 

4 年次 小学校での教科教育をはじめ、生徒指導・特別活動指導等、学校教育において

必要な知識・技能を身につけた上で、「教職実践演習」において、教育活動の

意味や意義について分析し、教員としての幅広い知識を修得する。また、「専

門演習Ⅱ」においては、各自のテーマについて研究を進めると共に、自らの考

えを発展させる観点から議論を深める。 

 

中学校・高等学校 教諭（保健体育） 

1 年次 教育理念や教職の意義及び教員の役割などを学び、教育に関する理解を深め

ると共に、教育の諸場面で必要となる言語活動や情緒処理の基礎知識を習得

する。また、保健体育教育の基礎である体育原理を学ぶと共に学校現場で行わ

れることの多い陸上競技、水泳、器械運動やその他の体育実技の基礎を学び、

体育実技指導方法や身体の基本的な構造と機能についての知識も修得する。 

2 年次 １年次後期に続き体育実技に関する科目を学び幅広い実技の指導の基礎を修

得する。また、衛生学・公衆衛生学など保健の基礎となる科目を学び、保健体

育教員としての基礎を修得する。さらに、体育実技で学んだ知識や保健に関す

る知識をベースに、保健体育科の教育法を修得すると共に教育課程の意義及

び編成方法を学び指導案づくりを修得する。「学校インターンシップ BⅠ・Ⅱ」

では教育現場を実体験し、中学校における教育についての理解を深める。 

3 年次 球技の実技や体育社会学、体育史を学び、体育の社会的役割や今後の必要性を

理解し実践的教育力を身に付けるとともに、保健体育教育にますます必要と

なっている精神保健学を学び、学校における保健指導を修得する。また、特別

支援学校などで必要なアダプテッド・スポーツの実技と実習を行い指導の方

法を修得する。一方、「専門演習Ⅰ」においては、調査や研究の基礎を学ぶと



共に、各自の研究テーマについての検討を行う。 

4 年次 保健体育科の教科教育をはじめ、生徒指導・特別活動指導等、学校教育におい

て必要な知識・技能を身につけた上で、「教職実践演習」において、教育活動

の意味や意義について分析し、教員としての幅広い知識を修得する。また、「専

門演習Ⅱ」においては、各自のテーマについて研究を進めると共に、自らの考

えを発展させる観点から議論を深める。 

 

特別支援学校 教諭 

1 年次 特別支援教育における基礎的外概念とＩＣＦ（国際的生活機能分類）を中心と

した国際的な障害観を学習し、学校教育における特別支援教育の重要性を認

識すると共に知的障害者の心理・生理・病理について学び特別支援教育の基礎

を修得する。 

2 年次 知的障害者の発達と心理を学び、前期の知的障害者の心理・生理・病理とあわ

せ、知的障害者の知識を修得する。また、検査方法について学び、心理判断結

果の読み方についても修得する。肢体不自由者、病弱者の心理・生理・病理を

学び発症要因や生活上の困難さ・教育的な配慮を学ぶ。 

3 年次 障害児の教育課程や知的障害教育指導法・肢体不自由教育指導法・病弱者教育

指導法を学び特別支援学校における教育課程と指導方法について修得する。

また、特別支援学校の教育現場において「学校インターンシップＣⅠ」を行い、

授業補助、学校行事の準備・運営を実際に体験し、特別支援学校における教育

についての理解を深める。さらには、重複障害者、言語障害者、視覚障害者及

び聴覚障害者の教育について学ぶ。 

4 年次 発達障害、情緒障害のある児童生徒の教育について学ぶと共に特別支援学校

で教育実習を行い、既習の知識を実際の授業に活用し教育力を修得する。 

「教職実践演習」において、教育実習の省察を行い実習での教育活動の意味や

意義について分析することによりさらに理解を深め、特別支援学校教員に必

要な知識を修得する。 

 

 




